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る  (Alexander 1979)．古典的なオフィス機能の立地に関する概念は，①





























の形で進行してきた (Hoover and Vernon 1959, Alexander 1979)．これが
1970 年代になると，北アメリカのほとんどの大都市で観察される一般的
な 傾 向 と な り ， 都 心 の オ フ ィ ス 密 度 自 体 が 低 下 し 始 め た と 指 摘 さ れ る




交 通 へ と 交 通 モ ー ド が 変 化 し た こ と に よ る も の で あ る (Hartshorn and 
Muller 1989)．ただし，オフィス機能は郊外においても集積の経済を志向




になった．郊外業務核は，Office Park(Hartshorn 1973)，Suburban Freeway 






る． Garreau(1991)は，エッジシティの条件として① 1,500 万平方フィー














北アメリカにおけるエッジシティは，1980 年代から 1990 年代にかけて，
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著しく成長し，多くの大都市圏において複数のエッジシティが都心を凌駕
するオフィスストックを持つに至っている (McDonald and Prather 1994, 












ス の 分 散 化 は 機 能 的 に 低 次 な バ ッ ク オ フ ィ ス 部 門 や 郊 外 の 市 場 を 管 轄 す
る支店オフィスに限られ，高次な意思決定を担う大企業の本社や世界的な
市場に結びつく多国籍企業，専門的な事業所サービス業といった高次な機
能 は 依 然 と し て 都 心 に 集 中 し 続 け て い る と 指 摘 さ れ る (Schwartz 1992, 













や 職 住 近 接 が オ フ ィ ス 機 能 の 立 地 を 規 定 す る よ う に な る (Anas and Kim 
1996, Guldmann and Wang 1998)．さらに，企業活動の多国籍化とそれを
支える ICT の飛躍的な発達は，対面接触の利便性以上に，世界的な情報フ
ローへの結合が重視され，最新鋭の情報環境を持つ郊外の新しいオフィス
ビルの需要を高めている (Sassen 1995, Muller 1997)．  
この結果，アクセシビリティや地代によって規定される伝統的な立地論
では，もはや都市内におけるオフィス機能の立地は説明し得ず，個々の機
能 の 相 互 作 用 や 社 会 的 な 営 力 に よ る 自 己 組 織 化 が オ フ ィ ス 機 能 の 立 地 要
因として重要視されるようになっている (Krugman 1996)．これは都市内部
構 造 の 観 点 か ら み る と ， 都 心 を 最 高 次 の 中 心 核 と す る 単 核 的
(Monocentoric) な 都 市 構 造 か ら ， 並 列 的 な 核 が 多 数 存 在 す る 多 核 的
(Polycentric)な 構 造 へ の 移 行 で あ り ， ネ ッ ト ワ ー ク シ テ ィ (Townsend 
2001)やキノ資本主義 (Dear and Flusty 1998)と呼称される脱工業化社会













心 と 郊 外 に 立 地 す る オ フ ィ ス 機 能 の 階 層 的 な 差 異 は 小 さ い と す る 見 方 も









































に よ る 企 業 の 更 な る 流 出 を 招 い て い る と さ れ る (Bingham and Veronica 
1996)．同様の論点は，モントゴメリ，デイトン，ミネアポリス－セント













































ス の 開 発 に 否 定 的 な 都 市 政 策 が 実 施 さ れ て い る こ と な ど が 挙 げ ら れ て い









転 す る オ フ ィ ス は ロ ン ド ン 中 心 部 に 残 る オ フ ィ ス の 管 理 下 に あ り ， 80km





ロッパの各地にある郊外のオフィス集積地区が， 1960～ 1980 年代にかけ
て の 政 策 的 な オ フ ィ ス 開 発 に 由 来 す る と さ れ て い る  (Phelps and 
Parsons2003, Shearmur and Alvergne 2003, Geurs and Wee 2006, Hall and 








ィ ス 機 能 の 集 中 が 維 持 さ れ て い る と の 指 摘 も あ る (Orain and Guillain 
2004,  Guillain et al 2006)．  











の生ずる要因として 15 の要因を列挙しているが ７ ，中でも重要なのは通













ⅱ）多核的都市地域 (Polycentric Urban Regions) 
 ヨーロッパにおけるオフィス機能の立地変容は，オフィス機能が飽和し
た大都市から周辺の中小都市へと移転した結果，都市地域同士が機能的に









よ っ て シ ナ ジ ー 効 果 が 創 出 さ れ て い る と 指 摘 さ れ る (Kloosterman and 














空 間 変 容 が 都 市 化 → 郊 外 化 → 逆 都 市 化 → 再 都 市 化 の プ ロ セ ス を 辿 る と す




る こ と を 明 ら か に し た ． Klaassen et al(1981)が 分 析 対 象 と し た ， 1970
年代前半までのヨーロッパでは，人口分布の点でベルギーの都市サイクル
が逆都市化の後期の段階に達しており，近い将来には再都市化の段階に達
するであろうとしている ８ ．同様の基準で，ヨーロッパの 241 の都市圏を
分析した Paul(1995)は， 1980 年代頃から北ヨーロッパを中心に人口の再
都市化がみられはじめ，特に古い教会や大学を持つ小規模な都市地域で再










都市同様の再中心化のプロセスが生じていると指摘される (Musterd et al 




では，再都市化の兆しが生じている．1990 年に EU によって示されたグリ
ーンペーパーには，持続可能な都市形態としてコンパクトシティが明記さ
れ ， 各 国 が と る べ き 都 市 政 策 の 方 向 性 が 明 記 さ れ た (Commission of the 
European communities 1990)．これに基づく，都心の再開発への補助政策
や，公共投資の集中が，ヨーロッパの中小都市における再都市化に大きな





ギリシア，東欧では都市化から郊外化の段階にあるとされ， 1990 年に EC
に 加 盟 し て い た 諸 国 間 に す ら 大 き な 違 い が あ る (Champion 1992, Paul 
1995, Pacione 2005). これは，再都市化が政策努力に加えて，知識集約
型・都市型産業の成長，都市文化への志向の復活といった社会・経済的な
背景が大きく関わっている事によるものといえよう (Lever 1993, Musterd 
et al 2006)．  
 
ⅳ）小結  
























の傾向がみられなかったことに起因する (山崎 2001： 53-60)．オフィス機
能の立地が都心へと集中する要因として，日本においては対面接触の重要
性が高く，情報発信量の大きな都心への立地が有利であること，特に大都
市 圏 で は 都 心 か ら 放 射 状 に 伸 び る 公 共 交 通 へ の 依 存 度 が 高 く 都 心 の ア ク
セシビリティが優れていること，情報通信コストや移動コストの遠近格差
が大きいことなどがあげられている (水鳥川 1987， 1988，田中ほか 1991，
松村・大山 1999)．  
しかし，日本においても 1980 年代後半以降，急激なオフィス需要の拡
大と都心部への過度の集積による外部不経済の高まりから，オフィス機能
の分散化が生じ始めた (林 1989，富田 1994)．この傾向は，東京圏から京
阪神圏，名古屋圏さらに地方都市へと波及すると同時に，都市階層ごとに







ビ ル の 開 発 に よ っ て 成 長 し ， 東 京 大 都 市 圏 の 多 核 化 を 促 し て い る  (坪 本








が確認されている（古賀・河原 2002， Koga 2006， Tsubomoto 2007）．  
京阪神圏においては，早くから多核的な都市構造が注目されてきた（富












阪 神 圏 の よ う な 都 市 圏 の 構 造 に 影 響 を 与 え る よ う な 郊 外 核 の 形 成 は み ら








層 化 に よ っ て 充 た さ れ て お り 分 散 化 が 一 部 の バ ッ ク オ フ ィ ス 部 門 に 限 ら






















1959年以前 5 0 0 0 5
1960年代 6 2 2 1 11
1970年代 18 7 5 1 31
1980年代 23 4 5 0 32
1990年代 15 1 5 0 21
2000年代 16 1 4 0 21
計 83 15 21 2 121
注 ）2007 年 末 ま で に「 地 理 学 評 論 」、「 人 文 地 理 」，「 経 済 地 理 学 年 報 」，「 季 刊 地 理 学 」，
「 地 理 科 学 」 の 5 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 を 集 計 ．
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地方都市においては「自家用車の普及→自家輸送の増大→市街地の交通渋









































ロ ッ パ に お い て も ， 大 都 市 の 再 中 心 化 の 傾 向 が 指 摘 さ れ る な ど (Musterd 








ュ ー ヨ ー ク や ロ サ ン ゼ ル ス な ど の 世 界 都 市 を 頂 点 と す る 経 済 的 な 機 能 結
合によって明確なヒエラルヒーを持つのに対して，ヨーロッパでは高密度
に 分 布 す る 都 市 の 水 平 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の 影 響 が 強 い こ と に よ る も の と




高まりについては触れなかった １ ０ ．しかし，このように地域性を強調し
た論点の整理を行うことにより，既存の理論の背景や，他の地域への適用
可能性の検討を容易に行うことが出来る (表 2-2)．  
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表 2-2 1990 年代 以 降の北 ア メリカ ， ヨーロ ッ パ，日 本 におけ る 論点と 背 景
北アメリカ ヨーロッパ 日本
大都市 再中心化・脱中心化 多核的都市地域 都市圏の多核化






都心 弱い 強い 強い























る  (水鳥川 1988)．また，大都市においては，都心から放射状に伸びる公
共交通機関の発達により，大量輸送交通機関への依存度が高い．このため
大都市においてはモータリゼーションの浸透にも関わらず，都心が都市地






























つ あ り ， ア メ リ カ に お い て も 少 数 の 中 小 都 市 で 同 様 の 傾 向 が 生 じ て い る
(Bruegmann 2005, 服部 2007)．このような，中小都市の再都市化におい
ては，厳格な開発規制，歴史的資産の活用と並んで，知識集約型のオフィ












                                                                                                            
 





の展望の中で，都市機能研究として展望を行っている．   




３  Anas and Small(1998)は，オフィス機能の集積による郊外業務核の形
成が，集積の経済を発揮し，商業等の都市機能の集積を促すことから，郊
外業務核を「マグネットエリア」と称している． 
４  Townsend (2001)は，情報化が高度に進んだ都市を「ネットワークシテ
ィ」とし，従来の世界都市に比べてより小規模の都心しか持たず，都市内








(Primary downtown)，副次的都心 (Secondary downtown)，エッジシティ
(Edge city)，上記のいずれにもあてはまらないものをエッジレスシティ
(Edgeless city)とし，アメリカの 13 都市でオフィスストックの成長を分
析している． 














８  Klaassen et al(1981)は，オランダにおける分析で，従業者の分布が，
人口に 10 年程度遅れて都市サイクルを辿ることを示したが，資料の制約
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ル，スペイン，アイルランド )の 3 地域に区分される．  
１ ０  近年，ヨーロッパにおいても地域を超えたグローバルな経済活動の拡
大により，都市の階層性が経済機能の集積により大きな影響を与えるよう
になりつつあると指摘される  (Taylor and Derudder 2004)．また，世界
的な傾向として，都市の階層関係に関する研究への関心は後退しつつあり，
都市間のネットワークが都市の競争力や構造に及ぼす影響に関心が向か
いつつある (Coe et al 2007)．  
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